
別記第３号様式 地 域 再 生 プ ロ ジ ェ ク ト 調 書

１ 地域再生プロジェクトの概要

実施主体

（市町村名）

苫小牧市・白老町・安平町・

むかわ町・厚真町

地域再生

プロジェクト名
東胆振セールスプロモーションプロジェクト

実施
期間

平成 26 年度～平成 27 年度
事業
区分

新規・継続

実 施 主 体
東胆振地域ブランド創造協議会
（苫小牧市・白老町・安平町・むかわ町・厚真町）

計 ５市町村

地域再生

プロジェクトの

目標

（地域の現状・課題）

平成 22 年から平成 24 年の観光入込客数の増加率は、苫小牧市を除いた厚真・安平・白老・むかわの４町の入込客数は減少しており、その減少率は北海道全

体の平均を上回り、停滞が続いている。

また、東胆振地域は豊富な食材や物産、自然環境など地域資源に恵まれ、これらを活かした観光の魅力づくりが各まちで行われている一方、各まち単体での

活動にとどまり、面的な拡がりに欠けている。

（プロジェクトの目標）

１市４町での総合的・横断的な取組を行い、広域連携により地域ブランドを創出・発信することで地域全体の活性化に繋げていくこととし、札幌圏や苫小牧

港に入港するフェリー客、キャンピングカー旅行者といった東胆振への来訪の可能性が高い者にターゲットを絞り、この地域ならではの食文化に触れる企画や、

パンフレット、動画、イベントでのＰＲなど、様々な機会を通じて地域が一体となって情報発信を行っていくことで、この地域の魅力をしっかりと伝え、東胆

振が「選ばれるまち」となることを目指す。

是正を目指す

地域格差の状況

格差の分野

□社会構造の格差 ■地域経済の格差

□地方行財政の格差 □医療・福祉の格差

□その他の格差（ ）

地域経済の格差を客観的に比較する選択指標

［□ 一人当たり課税所得 □ 完全失業率 ■ 観光入込客数 ］

医療・福祉の格差を客観的に比較する選択指標

［□ 少子化率 □ 医師・歯科医師数 □ 医療・福祉就業者数 ］

具体的な格差の状況（客観的なデータ等）

観光入込客数

（延人数）増加率

【東胆振４町】

(Ｈ22⇒Ｈ24)

・４町の平均 △２．８％

・全道の平均 △１．０％ ( )

・当該市町村

・全道平均 ( )

・当該市町村

・全道平均

地域重点プロジェクト

との関連性

■ 該 当

□ 非該当

◆地域重点プロジェクト名
いぶり・食と観光のプロムナード・プロジェクト

◆主な取組

○観光資源の魅力向上・誘客促進

地域政策推進事業との

関連性

■ 該 当

□ 非該当

◆地域政策推進事業名
胆振ブランドの生産力強化・魅力向上推進事業



※「地域再生プロジェクト計画書」（別記第１号様式）の記載との整合に留意すること

期待される効果
（指標）

設定目標（項目）
現状値

（平成 24 年）

支援期間終了後の成果目標

（平成 27 年）

将来的な成果目標

（概ね 5年後）

観光入込客数の拡大 2,372,100 人 2,406,400 人 2,440,700 人

プロジェクトの

公表方法

苫小牧市ホームページ上による公開

（URL:http://www.city.tomakomai.hokkaido.jp/shisei/toshikeikaku/machinakasaiseishukan/higashiiburi_brand.html)



２ 地域再生プロジェクトの実施計画

No 事業名等 事業概要
年次別実施計画

これまでの実績 平成 26 年度 平成 27 年度

1

事業名 東胆振観光圏の創出
（事業概要） ■ターゲット別戦略的ＰＲ

・札幌圏のニーズを調査し、

ターゲットに特化したパ

ンフレットや動画の作成

等を行う。

■東胆振観光圏のＰＲ

・東胆振を一つの「まち」と

して捉え、統一のテーマに

基づいたＰＲを実施する。

■ターゲット別戦略的ＰＲ

・前年度に作成したパンフ

レットや動画を活用した

ＰＲを実施する。

■東胆振観光圏のＰＲ

・統一テーマに基づいたＰ

Ｒを引き続き実施する。

■広域観光ガイドの可能性

の検証

・来訪者の満足度が高い観

光地に倣い、東胆振をエ

リアとした広域ガイドの

必要性や育成手法等の検

証を行う。

東胆振に日帰りでアクセスできる

札幌圏からの来訪者をメインターゲ

ットとして、一般的に実施されてい

る広域連携による観光ＰＲではな

く、他の圏域の取組と差別化を図る

ことができる観光ＰＲの実施、受入

体制の整備を実施することで、東胆

振への誘客促進と新たな観光圏とし

ての環境を整備する。

実施期間 平成 26 年度～平成 27 年度

実施主体 協議会、民間、観光協会

事業区分 ■新規 □既存 □継続実施 （取組内容）

実施形態 ■直営 ■委託 ■補助 ■ターゲット別戦略的 PR

■東胆振観光圏の PR

■広域観光ガイドの可能性の検証

事業費

平成 26 年度 5,950,000

平成 27 年度 2,300,000

計 8,250,000



※「地域再生プロジェクト計画書」（別記第１号様式）の記載との整合に留意すること

2

事業名 東胆振独自の食文化の開発
（事業概要） ■食の商品開発

・地域内の各地で販売が可能

な「食のＰＲツール」とし

て、東胆振１市４町の資源

を活用した新たな食の商

品開発を行う。

■地域特性を活かした食体

験事業

・来訪者に対し、直接東胆振

の食文化に触れてもらう

機会（豪華客船オプショナ

ルツアーの造成等）を作

り、観光圏としての魅力向

上、地域グルメや特産品の

認知度・売上向上を図る。

■開発商品のＰＲ

・前年度に開発した商品の

販売・ＰＲを行う。

■地域特性を活かした食体

験事業

・前年度同様、食文化に触

れてもらう機会を作り、

観光圏としての魅力向

上、地域グルメや特産品

の認知度・売上向上を図

る。

■食文化魅力発信事業

・来訪者の満足度が高い地

域の特産品に倣い、気候

や風土といったストーリ

ー性も合わせて発信して

いくことにより、産品の

魅力向上を図る。

東胆振の「食」の魅力が北海道内

の他地域と何がどう違うのかを鮮明

にすることにより、東胆振が目的地

として選ばれる地域となることを目

指す。

実施期間 平成 26 年度～平成 27 年度

実施主体 協議会、民間

事業区分 ■新規 □既存 □継続実施 （取組内容）

実施形態 ■直営 ■委託 □補助 ■食の商品開発

■開発商品のＰＲ

■食文化魅力発信事業

■地域特性を活かした食体験事業

事業費

平成 26 年度 1,900,000

平成 27 年度 2,900,000

計 4,800,000

計 事業費

平成 26 年度 7,850,000

平成 27 年度 5,200,000

計 13,050,000



３ 財源内訳（平成２６年度）

（千円）

※「地域再生プロジェクト事業予定調書」（別記第２号様式）の記載との整合に留意すること

No
事 業 名

事 業 費

財 源 内 訳
交 付 金
要 望 額

国庫補助
金 等

道 補 助
金 等

市町村補助等 市 町 村
自己財源

民 間 等
自己財源

そ の 他
実施主体名 補助金等 委 託 費

1
東胆振観光圏の創出

5,950

（名称） （名称） （名称）

5,950

協議会、民間企業、観光協会

2
東胆振独自の食文化の開発

1,900

（名称） （名称）

150

（名称）

1,750

協議会、民間企業

3

（名称） （名称） （名称）

4

（名称） （名称） （名称）

5

（名称） （名称） （名称）

6

（名称） （名称） （名称）

7

（名称） （名称） （名称）

計
事 業 数［ 2]
実施主体数［ 4]

7,850 150 7,700


